
スタジアム観戦者における

「サッカー専用スタジアム建設」に関する調査

（速報，サマリーレポート）

2023年12月11日（月）

※本報告は主要項目の抜粋版であり、調査内容の一部について記載されたものです。



日 時：2023年11月12日（日） 11：30～試合終了時

カターレ富山 対 奈良クラブ 戦

対 象：中学生以上の来場者

場 所：富山県総合運動公園陸上陸上競技場内

方 法：Webによる自記式調査（Google Formへの入力）

入場ゲートにおいて、二次元コードが記載された用紙を配布

配布数：1,000部

回収数： 513部

有効回答率：51.3％

実施者：（公社）富山県サッカー協会「サッカースタジアム建設特別委員会」

協 力：（株）カターレ富山・富山大学教育学部スポーツマネジメント研究室























あなたは過去1年間のうち、カターレ富山の試合を富山県総合運動公園陸上競技場で何回程度観戦しましたか。





富山駅を中心とする半径5km未満（路面電車路線エリア）

富山駅を中心とする半径5km未満（路面電車路線エリア外）

富山駅を中心とする半径5km以上10km未満

富山駅を中心とする半径10km以上の郊外



新しいサッカー専用スタジアムで観戦することになる場合、飲食などを今よりも多く消費するようになると思います
か。（チケット代を除く）



新たな富山のシンボルとして県内外からの集客を図ることができる

富山県全体の活性化やまちづくりに繋げることができる

富山県全体の活性化やまちづくりに繋げることができる富山県の魅力向上、にぎわい創出に役立つことができる

サッカーを中心にスポーツを通じた地域交流や国際交流を促進することができる

スポーツを通じて様々なメッセージを発信することができる

まちなかや駅に近い場所にある（利便性が良い）

サッカー以外にも様々なことが楽しめる（例：レストラン、～スポーツジムなど）

観客席とピッチが近接し、観戦時の迫力や躍動感、一体感を創出できる

サッカーの試合のない日でもイベント等で利用できる

災害時に周辺に住んでいる人や働いている人の避難施設として機能する

収益性が確保され、経済波及効果が期待できる


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17

